
コロナ禍で部活動の対外試合などは自粛されてきましたが、緊急事態宣言が解除されたことにより、

少しずつ日常をとりもどしているように思います。

各部活動では久しぶりに対外試合もおこなわれているようです。「ひとつひとつの試合にすべてを賭

けて全力をつくしたい。」そんな気持ちが選手たちの全身にあふれている試合は、見逃すことができま

せん。ところが、数十分後には同じコートの上に必ず、勝者と敗者が生まれるのです。このことの残酷

さを改めて感じます。勝負が決まった瞬間、目を追ってしまうのは、勝者の喜びの涙よりも、敗者のし

びれるような放心の表情です。今ここにすべてを賭けて敗れた者の、悲しいまでの美しさがあると思う

のです。

振り返って、「何かをこんなにがんばったことがあっただろうか」、と自分に問いかけてみる。残念

ながら一度もない。すべてを賭けてがんばるどころか、いやなことは避けて通る自分しか思い出すこと

ができません。めんどうくさい、しんどいという気持ちとの戦いです。

この種の戦いの勝敗を全体的に考えてみると、勝率はいったいどれくらいなのでしょうか。たぶん４

割程度で、圧倒的に負け越しているにちがいありません。でも、思うのです。言い訳をする気はありま

せんが、平凡な日常生活には、スポーツの試合とはまたちがった厳しさがあるんじゃないかと・・・歯

を食いしばって学校に行っても、また明日がある。勝っても負けても、この種の小さな戦いは無限に続

いていくのです。

人生とは、数十年に時間を引きのばされたルール不明の特別試合なのです。何が起きるかわからない

し、何でもありのゲームのようにも思います。ゲームセットのホイッスルが鳴ったとき、どんな気持ち

になるかすら想像もつきません。勝ったのか、負けたのか、だれにもわからないでしょう。「強い者が

勝つのではなく、勝った者が強いのだ」ということばはあまりにも有名です。

目の前で戦う生徒の表情を凝視しながら思います。自分もこんなふうにがんばらなければならない・

・・・たくさんの勇気とチャレンジの心をもらったように感じました。
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大阪府立高校入試問題を入手！


